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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

連結経営指標等

回次
第32期

第２四半期
連結累計期間

第33期
第２四半期
連結累計期間

第32期

会計期間

自　平成26年
　　４月１日
至　平成26年
　　９月30日

自　平成27年
　　４月１日
至　平成27年
　　９月30日

自　平成26年
　　４月１日
至　平成27年
　　３月31日

売上高 （千円） 16,460,525 16,325,582 35,237,745

経常利益 （千円） 409,938 217,477 1,474,007

親会社株主に帰属する四半期

（当期）純利益
（千円） 238,875 101,758 827,413

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 247,528 106,655 851,534

純資産額 （千円） 13,667,265 13,934,361 14,010,410

総資産額 （千円） 32,380,073 31,605,720 31,574,851

１株当たり四半期（当期）純

利益金額
（円） 27.69 12.25 96.79

潜在株式調整後１株当たり四

半期（当期）純利益金額
（円） - - －

自己資本比率 （％） 42.2 44.1 44.4

営業活動によるキャッシュ・

フロー
（千円） 1,089,893 1,529,446 2,831,183

投資活動によるキャッシュ・

フロー
（千円） △2,902,251 △482,255 △4,745,449

財務活動によるキャッシュ・

フロー
（千円） 3,015,335 △728,726 1,830,030

現金及び現金同等物の四半期

末（期末）残高
（千円） 2,611,877 1,643,128 1,324,663

 

回次
第32期

第２四半期
連結会計期間

第33期
第２四半期
連結会計期間

会計期間

自　平成26年
７月１日

至　平成26年
９月30日

自　平成27年
７月１日

至　平成27年
９月30日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 11.49 8.26

（注）１　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

　　　２　売上高には、消費税等は含まれておりません。

３　潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益は、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

４　「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年９月13日）等を適用し、当第１四半期連結

累計期間より、「四半期（当期）純利益」を「親会社株主に帰属する四半期（当期）純利益」としておりま

す。
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２【事業の内容】

　当第２四半期連結累計期間における、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている事業の内容

に重要な変更はありません。

 なお、平成27年４月１日に株式会社ＩＤＭｏｂｉｌｅを設立したため、連結の範囲に含めております。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、新たに発生したリスクはありません。

また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

 

２【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

第１四半期連結累計期間より、「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年９月13日）等を適

用し、「四半期純利益」を「親会社株主に帰属する四半期純利益」としております。

 

(1)経営成績の分析

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、雇用や所得の改善を背景に緩やかな回復基調で推移しまし

た。その一方、アベノミクス政策の息切れ感や中国経済に減速懸念が見受けられるなど、その先行きには慎重な見

通しが必要な状況にあります。

そのような中、当社グループにおきましては前年同期と比較して、カー用品事業は増収増益となりましたが、

ブライダル事業及び建設不動産事業が減益となるなど、厳しい経営を余儀なくされました。

カー用品事業につきましては、平成26年５月に株式会社オートバックス神奈川の株式取得によりオートバック

ス３店舗、スーパーオートバックス１店舗を加えた32店舗の営業となりました。利益率の高いピットサービス部門

の強化を行うとともに、スケールメリットを生かした販売促進の実施等による販売管理費の節減の結果、増収増益

となりました。

ブライダル事業につきましては、平成26年９月、及び平成27年３月に開業しました２式場を加えた７式場によ

る営業となりました。このことにより、施行組数の増加は図られましたが、既存の式場における施行組数及び施行

単価が前年同期に比べて減少したこと、並びに施設費の増加等により増収減益となりました。

建設不動産事業につきましては、平成27年４月に業容拡大の一環としてコンテナのユニット建築を行う㈱

IDMobileを設立しました。しかし、前年同期は大型高収益物件の売却を行ったことから、前年同期と比べて減収減

益となりました。

その他の事業につきましては、コメダ珈琲を平成26年９月に２店舗、同年10月に１店舗オープンさせ３店舗に

よる営業となりましたが、平成26年７月にコンピューターソフト事業の事業譲渡を行ったことなどにより、減収減

益となりました。

以上の結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は、163億2,558万円と前年同期と比べ0.8％の減収となりまし

た。営業利益は、5,140万円（前年同期比70.9％減）、経常利益は、２億1,747万円（前年同期比46.9％減）、親会

社株主に帰属する四半期純利益は、１億175万円（前年同期比57.4％減）となりました。

　セグメントの業績を示すと次のとおりであります。

①カー用品事業

　売上高は、100億4,579万円（前年同期比4.3％増）、セグメント利益は、１億1,816万円（前年同期は、6,915万

円の損失）となりました。

②ブライダル事業

　売上高は、50億6,666万円(前年同期比13.6％増）、セグメント損失は、１億7,229万円（前年同期は、1,981万円

の利益）となりました。

③建設不動産事業

　売上高は、11億6,215万円（前年同期比41.3％減）、セグメント利益は、１億3,938万円（前年同期比35.0％減）

となりました。

④その他の事業

　売上高は、８億4,337万円（前年同期比33.7％減）、セグメント損失は、3,917万円（前年同期は、604万円の利

益）となりました。
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(2)財政状態の分析

　流動資産

　当第２四半期連結会計期間末における流動資産は、前連結会計年度末に比べ、２億8,814万円増加し、95億3,764

万円となりました。これは、主に現金及び預金の増加によるものです。

固定資産

　当第２四半期連結会計期間末における固定資産は、前連結会計年度末に比べ、２億5,727万円減少し、220億

6,807万円となりました。これは、主に建物及び構築物の減少によるものです。

流動負債

　当第２四半期連結会計期間末における流動負債は、前連結会計年度末に比べ、２億5,470万円増加し、81億8,487

万円となりました。これは、主に買掛金の増加によるものです。

固定負債

　当第２四半期連結会計期間末における固定負債は、前連結会計年度末に比べ、１億4,779万円減少し、94億8,648

万円となりました。これは、主に長期借入金の減少によるものです。

純資産

　当第２四半期連結会計期間末における純資産は、前連結会計年度末に比べ、7,604万円減少し、139億3,436万円

となりました。これは主に、自己株式の増加によるものです。

(3)キャッシュ・フローの分析

　当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物は、16億4,312万円となり前期末に比べ、３億1,846万

円の増加となりました。

　営業活動により得られた資金は、減価償却費の計上等により、15億2,944万円（前年同四半期比40.3％増）とな

りました。

　投資活動により支出した資金は、有形固定資産の取得による支出等により、４億8,225万円（前年同四半期比

83.4％減）となりました。

　財務活動により支出した資金は、長期借入れによる返済等により７億2,872万円（前年同四半期は、30億1,533万

円の収入）となりました。

 

(4)事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第２四半期連結累計期間において、当連結会社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに

生じた課題はありません。

　なお、当社は財務及び事業の方針の決定を支配する者の在り方に関する基本方針を定めており、その内容等（会

社法施行規則第118条第３号に掲げる事項）は次の通りであります。

 

　株式会社の支配に関する基本方針

　当社は、継続的な企業価値の増大ひいては株主共同の利益の向上のためには、当社の利害関係者との良好な関係

を維持しつつ、経営の効率性や収益性を高める必要があり、そのためには専門性の高い業務知識や営業ノウハウを

備えたものが取締役に就任し、法令及び定款の定めを遵守しつつ当社の財務及び事業の方針の決定につき重要な職

務を担当することが必要であると考えております。

　また、当社は常に収益性、成長性、財務の健全化を重視し、特に自己資本当期純利益率、１株当たり当期純利益

等の重要な経営指標の最大化を目指す企業経営に取り組んでおります。

　不適切な支配の防止のための取組み等につきましては、重要な経営課題の一つとして、買収行為を巡る法制度や

関係当局の判断・見解、世間の動向等を注視しながら、今後も継続して検討を行ってまいります。

 

(5)研究開発活動

　該当事項はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 26,744,000

計 26,744,000

 

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末
現在発行数（株）
（平成27年９月30日）

提出日現在
発行数（株）

（平成27年11月12日）

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

 

普通株式
10,126,800 10,126,800

東京証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ

（スタンダード）

単元株式数

1,000株

計 10,126,800 10,126,800 ― ―

 

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数

（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成27年７月１日～

平成27年９月30日
─ 10,126,800 ─ 1,314,100 ─ 1,824,791
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（６）【大株主の状況】

  平成27年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合
（％）

有限会社草創 横浜市戸塚区品濃町545―５ 2,770 27.4

ビービーエイチ　フォー　フィデリ

ティー　ロープライスド　ストッ

ク　ファンド

常任代理人　株式会社三菱東京ＵＦ

Ｊ銀行　

東京都千代田区丸の内２－７－１　 802 7.9

古川　教行 横浜市保土ヶ谷区 302 3.0

古川　恵子　 横浜市保土ヶ谷区　 301 3.0

株式会社横浜銀行

常任代理人　資産管理サービス

信託銀行株式会社

東京都中央区晴海１―８―12 231 2.3

小黒　良太郎 東京都品川区 216 2.1

田畑　憲士 横浜市旭区 190 1.9

川井　一秀 岐阜県羽島郡岐南町 186 1.8

株式会社オートバックスセブン 東京都江東区豊洲５―６―52 180 1.8

小黒　美樹子 東京都品川区 135 1.3

計 ― 5,315 52.5

（注）　上記のほか当社所有の自己株式　1,853千株（18.3％）があります。
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（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

平成27年９月30日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式（自己株式等） ― ― ―

議決権制限株式（その他） ― ― ―

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

 普通株式　1,853,000
― ―

完全議決権株式（その他） 普通株式　8,010,000 8,010 ―

単元未満株式 普通株式　　263,800 ― ―

発行済株式総数 10,126,800 ― ―

総株主の議決権 ― 8,010 ―

（注）　「単元未満株式」欄の普通株式には、当社保有の自己株式374株が含まれております。

②【自己株式等】

平成27年９月30日現在
 

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総
数に対する所
有株式数の割
合（％）

（自己保有株式）

アイエーグループ

株式会社

横浜市戸塚区品濃町545－５ 1,853,000 ― 1,853,000 18.3

計 ― 1,853,000 ― 1,853,000 18.3

 

２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１　四半期連結財務諸表の作成方法について
　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２　監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（平成27年７月１日から平

成27年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成27年４月１日から平成27年９月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、監査法人Ａ＆Ａパートナーズによる四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

(1)【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度

(平成27年３月31日)
当第２四半期連結会計期間

(平成27年９月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,374,663 1,693,128

売掛金 1,101,617 1,080,449

たな卸資産 ※ 5,449,524 ※ 5,700,132

繰延税金資産 376,233 399,500

その他 960,408 677,486

貸倒引当金 △12,949 △13,055

流動資産合計 9,249,498 9,537,641

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 9,724,043 9,341,770

土地 5,039,798 5,131,239

建設仮勘定 10,800 295,164

リース資産（純額） 330,921 282,721

その他（純額） 647,138 561,765

有形固定資産合計 15,752,702 15,612,660

無形固定資産   

電話加入権 7,784 7,784

のれん 349,263 306,492

その他 85,682 85,351

無形固定資産合計 442,730 399,628

投資その他の資産   

投資有価証券 198,115 205,257

長期貸付金 25,219 24,051

長期前払費用 508,082 476,214

差入保証金 4,437,653 4,392,732

繰延税金資産 855,887 851,716

その他 128,447 128,856

貸倒引当金 △23,487 △23,039

投資その他の資産合計 6,129,920 6,055,789

固定資産合計 22,325,353 22,068,079

資産合計 31,574,851 31,605,720

 

EDINET提出書類

アイエーグループ株式会社(E03269)

四半期報告書

10/21



 

  （単位：千円）

 
前連結会計年度

(平成27年３月31日)
当第２四半期連結会計期間

(平成27年９月30日)

負債の部   

流動負債   

買掛金 1,313,816 1,625,030

短期借入金 3,368,720 3,092,444

リース債務 119,969 100,171

未払法人税等 82,775 153,084

未払消費税等 194,690 222,268

未成工事受入金 38,626 34,967

賞与引当金 386,977 438,662

役員賞与引当金 52,000 -

ポイント引当金 201,784 220,469

繰延税金負債 83,614 83,076

その他 2,087,194 2,214,703

流動負債合計 7,930,169 8,184,878

固定負債   

長期借入金 6,602,911 6,401,448

リース債務 215,281 185,752

長期預り保証金 1,191,650 1,242,060

退職給付に係る負債 341,901 342,392

役員退職慰労引当金 200,000 225,000

資産除去債務 1,062,490 1,070,093

繰延税金負債 16,500 16,500

その他 3,535 3,233

固定負債合計 9,634,271 9,486,481

負債合計 17,564,441 17,671,359

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,314,100 1,314,100

資本剰余金 1,824,791 1,824,791

利益剰余金 11,852,922 11,854,185

自己株式 △1,032,989 △1,115,197

株主資本合計 13,958,824 13,877,878

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 53,987 58,679

繰延ヘッジ損益 △2,402 △2,196

その他の包括利益累計額合計 51,585 56,482

純資産合計 14,010,410 13,934,361

負債純資産合計 31,574,851 31,605,720
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年９月30日)

売上高 16,460,525 16,325,582

売上原価 9,706,658 9,214,452

売上総利益 6,753,866 7,111,129

販売費及び一般管理費 ※ 6,577,345 ※ 7,059,727

営業利益 176,521 51,402

営業外収益   

受取利息及び配当金 15,236 16,219

受取手数料 63,467 44,101

受取家賃 47,819 59,164

固定資産受贈益 73,844 -

その他 83,936 87,540

営業外収益合計 284,303 207,025

営業外費用   

支払利息 29,349 27,720

その他 21,536 13,230

営業外費用合計 50,886 40,951

経常利益 409,938 217,477

特別利益   

事業譲渡益 70,000 -

固定資産売却益 1,863 124

国庫補助金 6,799 -

特別利益合計 78,663 124

特別損失   

事業撤退損 15,447 -

固定資産除却損 5,877 97

固定資産圧縮損 6,799 -

その他 416 -

特別損失合計 28,541 97

税金等調整前四半期純利益 460,060 217,503

法人税等 221,185 115,745

四半期純利益 238,875 101,758

親会社株主に帰属する四半期純利益 238,875 101,758
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年９月30日)

四半期純利益 238,875 101,758

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 8,631 4,691

繰延ヘッジ損益 21 205

その他の包括利益合計 8,653 4,896

四半期包括利益 247,528 106,655

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 247,528 106,655
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 460,060 217,503

減価償却費 524,941 661,623

のれん償却額 35,675 42,771

引当金の増減額（△は減少） △68,001 43,517

受取利息及び受取配当金 △15,236 △16,219

支払利息 29,349 27,720

売上債権の増減額（△は増加） 352,040 21,167

たな卸資産の増減額（△は増加） 452,275 △250,607

仕入債務の増減額（△は減少） △43,273 311,214

事業譲渡損益（△は益） △70,000 -

その他 168,689 421,493

小計 1,826,521 1,480,184

利息及び配当金の受取額 3,378 2,800

利息の支払額 △30,191 △27,572

法人税等の支払額 △879,668 △102,256

法人税等の還付額 169,855 176,290

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,089,893 1,529,446

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △2,546,735 △473,205

有形固定資産の売却による収入 18,527 414

無形固定資産の取得による支出 △13,931 △15,155

投資有価証券の取得による支出 △100 △224

貸付金の回収による収入 7,061 7,095

長期前払費用の取得による支出 △26,042 △5,650

差入保証金の差入による支出 △138,339 △47,107

差入保証金の回収による収入 71,887 52,036

定期預金の預入による支出 △50,000 △50,000

定期預金の払戻による収入 50,000 50,000

事業譲渡による収入 72,931 -

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得による

支出
△357,735 -

その他 10,225 △459

投資活動によるキャッシュ・フロー △2,902,251 △482,255

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） 610,000 △350,000

長期借入れによる収入 3,400,000 750,000

長期借入金の返済による支出 △692,202 △877,739

配当金の支払額 △155,955 △101,181

その他 △146,506 △149,805

財務活動によるキャッシュ・フロー 3,015,335 △728,726

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 1,202,978 318,464

現金及び現金同等物の期首残高 1,408,898 1,324,663

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※ 2,611,877 ※ 1,643,128
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【注記事項】

（継続企業の前提に関する事項）

　　　　該当事項はありません。

 

（連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更）

（連結の範囲の重要な変更）

平成27年４月１日に株式会社ＩＤＭｏｂｉｌｅを設立したため、連結の範囲に含めております。

 

 

（会計方針の変更）

（企業結合に関する会計基準等の適用）

　「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年９月13日。以下「企業結合会計基準」とい

う。）、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号　平成25年９月13日。以下「連結会計基

準」という。）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号　平成25年９月13日。以下「事業

分離等会計基準」という。）等を第１四半期連結会計期間から適用し、支配が継続している場合の子会社に対

する当社の持分変動による差額を資本剰余金として計上するとともに、取得関連費用を発生した連結会計年度

の費用として計上する方法に変更しております。また、第１四半期連結会計期間の期首以後実施される企業結

合については、暫定的な会計処理の確定による取得原価の配分額の見直しを企業結合日の属する四半期連結会

計期間の四半期連結財務諸表に反映させる方法に変更しております。加えて、四半期純利益等の表示の変更及

び少数株主持分から非支配株主持分への表示の変更を行っております。当該表示の変更を反映させるため、前

第２四半期連結累計期間及び前連結会計年度については、四半期連結財務諸表及び連結財務諸表の組替えを

行っております。

　企業結合会計基準等の適用については、企業結合会計基準第58－２項(4)、連結会計基準第44－５項(4)及び

事業分離等会計基準第57－４項(4)に定める経過的な取扱いに従っており、第１四半期連結会計期間の期首時点

から将来にわたって適用しております。

　これによる損益に与える影響はありません。

 

（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

（税金費用の計算）

　税金費用については、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用

後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

 

（四半期連結貸借対照表関係）

※　　たな卸資産の内訳

 
前連結会計年度

（平成27年３月31日）
当第２四半期連結会計期間
（平成27年９月30日）

商品 2,301,582千円 2,520,526千円

販売用不動産 2,953,916 2,922,745

未成工事支出金 111,979 188,285

原材料及び貯蔵品 82,046 68,574

 

（四半期連結損益計算書関係）

※　　販売費及び一般管理費の主なもの

 
　前第２四半期連結累計期間
（自 平成26年４月１日

　　至 平成26年９月30日）

　当第２四半期連結累計期間
（自 平成27年４月１日

　　至 平成27年９月30日）

従業員給与 1,718,123千円 1,714,564千円

賞与引当金繰入額 346,720 376,963

役員退職慰労引当金繰入額 25,000 25,000

退職給付費用 21,118 15,746

賃借料 1,208,826 1,336,610
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（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

 
前第２四半期連結累計期間
（自　平成26年４月１日
至　平成26年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成27年４月１日
至　平成27年９月30日）

現金及び預金 2,661,877千円 1,693,128千円

預入期間が３か月超の定期預金 △50,000 △50,000

現金及び現金同等物 2,611,877 1,643,128

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　平成26年４月１日　至　平成26年９月30日）

１．配当金支払額

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日

平成26年５月９日

取締役会
普通株式 利益剰余金 155,955 18.0 平成26年３月31日 平成26年６月23日

 

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期

間末後となるもの

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日

平成26年11月７日

取締役会
普通株式 利益剰余金 102,883 12.0 平成26年９月30日 平成26年12月８日

 

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　平成27年４月１日　至　平成27年９月30日）

１．配当金支払額

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日

平成27年５月８日

取締役会
普通株式 利益剰余金 100,495 12.0 平成27年３月31日 平成27年６月24日

 

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期

間末後となるもの

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日

平成27年11月６日

取締役会
普通株式 利益剰余金 99,281 12.0 平成27年９月30日 平成27年12月７日
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　平成26年４月１日　至　平成26年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

       （単位：千円）

 報告セグメント

その他

（注）１
合計

調整額

（注）２

四半期連結損益

計算書計上額

（注）３ カー用品事業
ブライダル

事業

建設不動産

事業
計

売上高         

外部顧客への売上高 9,632,419 4,458,822 1,830,992 15,922,234 538,290 16,460,525 － 16,460,525

セグメント間の内部

売上高又は振替高
2,652 144 149,260 152,057 733,843 885,900 △885,900 －

計 9,635,072 4,458,967 1,980,252 16,074,292 1,272,133 17,346,426 △885,900 16,460,525

セグメント利益又は損

失（△）
△69,154 19,813 214,334 164,993 6,047 171,041 5,479 176,521

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、コンピュータソフト

事業、飲食事業及び経理・総務代行業務等を含んでおります。

　　　２．セグメント利益調整額は、セグメント間取引消去であります。

　　　３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

　該当事項はありません。

 

（のれんの金額の重要な変動）

　「カー用品事業」において、株式会社オートバックス神奈川を連結子会社化したことに伴い、当第２四半

期連結累計期間において、のれんが425,710千円発生しております。

 

（重要な負ののれん発生益）

　該当事項はありません。

 

 

３．報告セグメントの変更等に関する事項

該当事項はありません。

 

EDINET提出書類

アイエーグループ株式会社(E03269)

四半期報告書

17/21



Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　平成27年４月１日　至　平成27年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

       （単位：千円）

 報告セグメント

その他

（注）１
合計

調整額

（注）２

四半期連結損益

計算書計上額

（注）３ カー用品事業
ブライダル

事業

建設不動産

事業
計

売上高         

外部顧客への売上高 10,043,617 5,066,660 1,021,796 16,132,074 193,507 16,325,582 - 16,325,582

セグメント間の内部

売上高又は振替高
2,181 - 140,357 142,538 649,866 792,404 △792,404 -

計 10,045,798 5,066,660 1,162,154 16,274,613 843,373 17,117,986 △792,404 16,325,582

セグメント利益又は損

失（△）
118,169 △172,296 139,385 85,258 △39,174 46,084 5,318 51,402

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、飲食事業及び経理・

総務代行業務等を含んでおります。

　　　２．セグメント利益調整額は、セグメント間取引消去であります。

　　　３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

　該当事項はありません。

 

（のれんの金額の重要な変動）

　該当事項はありません。

 

（重要な負ののれん発生益）

　該当事項はありません。

 

 

３．報告セグメントの変更等に関する事項

該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自　平成26年４月１日
至　平成26年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成27年４月１日
至　平成27年９月30日）

１株当たり四半期純利益金額 27.69円 12.25円

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額

（千円）
238,875 101,758

普通株主に帰属しない金額（千円） - -

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期

純利益金額（千円）
238,875 101,758

普通株式の期中平均株式数（千株） 8,625 8,307

　（注）　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

 

 

２【その他】

　第33期（平成27年４月１日から平成28年３月31日まで）中間配当については、平成27年11月６日開催の取締役会に

おいて、平成27年９月30日の最終の株主名簿に記載された株主に対し、次のとおり中間配当を行うことを決議いたし

ました。

①　配当金の総額　　　　　　　　　　　　　　　　　 99,281千円

②　1株当たりの金額　　　　　　　　　　　　　　　 　 12円00銭

③　支払請求権の効力発生日及び支払開始日　　 平成27年12月７日

 

EDINET提出書類

アイエーグループ株式会社(E03269)

四半期報告書

19/21



第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

 

平成27年11月９日

アイエーグループ株式会社

取締役会　御中

 

監査法人Ａ＆Ａパートナーズ

 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 齊　藤　浩　司　　印

 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 村　田　征　仁　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられてい
るアイエーグループ株式会社の平成27年４月１日から平成28年３月31日までの連結会計年度の第２四半
期連結会計期間（平成27年７月１日から平成27年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成27
年４月１日から平成27年９月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照
表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フロー計算書及び注
記について四半期レビューを行った。
 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠
して四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚
偽表示のない四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整
備及び運用することが含まれる。
 

監査人の責任
　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結
財務諸表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認めら
れる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し
て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我
が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比
べて限定された手続である。
　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
 

監査人の結論
　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般
に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、アイエーグループ株式会社及び連
結子会社の平成27年９月30日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経
営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点に
おいて認められなかった。
 

利害関係
　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな
い。
 

以　上
 
 
（注）１　上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。
２　XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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